
長崎県からの事務引継書 

 

             
 

佐賀県は、明治４年７月の廃藩置県で誕生しましたが、その後、租税問題、地租改正、土地所有権問題、

明治７年の佐賀の役と歴史に残る事件が続発したこともあり、明治９年に三潴県に合併され、さらに長崎

県に統合されました。 

長崎県時代は県庁も遠く、農・工・商が停滞したため、これを復興させようと佐賀復県運動が活発化し、

原口良輔(佐賀米商会所初代理事長）らは観照院（佐賀市高木町）などに集まり復県の運動を始めました。 

そして、明治１６年に長崎県から分離独立し、現在の佐賀県が誕生しました。 

その際の長崎県からの引継書類「長崎県引継書類」が書庫に保存されています。 

明治１１年以降の簿冊目録と明治６年から１６年までの長崎県布達目録があり、１９２９冊、図面１２

９枚、３５袋、１巻を引き継いでいます。 

当時の庁舎は、佐嘉城北堀端にあった変則中学校（藩校・弘道館を母体として開校）があてられていま 

す。 

   



          

 

 

 

 

 



 

 

 

 


